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１．平成２３年３月期（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 業績予想の修正

（１）第２四半期（中間期） （平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日）

（億円）

（A）前回予想（平成22年7月29日公表）

（B）今回予想

（C）増減額 （B－A）        

（D）増減率 （C／A×100）

（２）通期 （平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

（億円）

（A）前回予想（平成22年7月29日公表）

（B）今回予想

（C）増減額 （B－A）        

（D）増減率 （C／A×100）

（３）修正の理由

２．平成２３年３月期（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 配当予想の修正

（１）修正の内容

（A）前回予想（平成22年7月29日公表）

（B）今回予想

（２）修正の理由

本資料に含まれる予想は、当社の経営方針・財政状態を踏まえつつ、本日時点で判明している情報に基づいて作成されたものであります。実際の業
績、その他の計数は、平成２３年３月期第２四半期（中間期）及び通期決算の確定時点まで、各種要因によって変動する可能性があります。

6円00銭 6円00銭 12円00銭 25.0% 

上記の通期業績予想を踏まえ、普通株式に係る年間配当予想を1株当たり12円00銭（連結配当性向25％）と前回予想比2円
00銭の増配とさせていただき、中間配当予想はその2分の1に相当する1株当たり6円00銭といたします。なお、期末配当金に
つきましては、連結配当性向30％を目途とする配当方針に基づく1株当たりの「年間配当金」（注）から、中間（第２四半期末）
配当金を控除した金額をお支払いする予定です。
（注）「年間配当金」とは、平成２２年９月期の中間（第２四半期末）配当金と平成２３年３月期の期末配当金の合計の配当金をいう。

以上

第2四半期末 期末 合計 連結配当性向

5円00銭 5円00銭 10円00銭 23.8% 

＋9% ＋13% ＋6% ＋15% 

第２四半期（中間期）につきましては、単体決算において与信関係費用が前回予想に比べ減少する見込みであることを主因
に、経常利益、中間純利益が連結・単体ともに前回予想を上回る見込みとなったものであります。
通期につきましては、第２四半期（中間期）の業績推移に沿って見直したものであります。

1株当たり配当金（普通株式）

1,200 850 900 750 

＋100 ＋100 ＋50 ＋100 

経常利益 当期純利益 経常利益 当期純利益

1,100 750 850 650 

＋22% ＋25% ＋14% ＋29% 

連結 単体

550 500 400 450 

＋100 ＋100 ＋50 ＋100 

経常利益 中間純利益 経常利益 中間純利益

450 400 350 350 

平成２２年１０月７日

平成２３年３月期　第２四半期（中間期）及び通期の業績予想の修正並びに配当予想の修正について

  平成２３年３月期 第２四半期（中間期）及び通期の業績予想（連結・単体）並びに配当予想を下記の通り修正いたします。

記

連結 単体



（参考資料）

業績予想の概要

【連結】

（億円）

1

2

3

4

5

【単体】

6

7

8 その他臨時損益

9

10 特別損益

11 うち与信関係費用

12

【実質与信関係費用（注）】

13

14 単体

15 国内

16 海外

17 グループ会社

以上

（注）「実質与信関係費用」は、「与信関係費用」に、内外クレジット投資を目的とした有価証券（債券、株式等）やリース資産に係る費用
等、及び「持分法による投資損益」のうち持分法適用会社の与信関係費用相当額を加えたものです。

△ 50         △ 50         -               △ 100        △ 100       -               

△ 50         △ 50         -               △ 50          △ 50        -               

△ 100       0 100            △ 300        △ 200       100           

100           △ 150       △ 50         100            △ 350        △ 250       

連結 △ 200       △ 100       100            △ 450        △ 350       100           

100           当期（中間）純利益 350           450            100            650            750           

50             0

△ 100 △ 150 

50             

-               

経常利益 350           400            50              850            900           

△ 200       100           

△ 150       △ 150       -               △ 250        △ 250       

与信関係費用（特別損益計上分除く） △ 100       △ 50         50              △ 300        

実質業務純益 600           600            -               1,400          1,350         △ 50         

2円00銭 

連結配当性向 23.8% 25.0% ＋1.2% 

1株当たり配当金（普通株式） 5円00銭 6円00銭 1円00銭 10円00銭 12円00銭 

100           当期（中間）純利益 400           500            100            750            850           

経常利益 450           550            100            1,100          1,200         100           

-               実質業務純益 750           800            50              1,750          1,750         
（A） （B） （B-A） （A） （B） （B-A）

前回予想 今回予想 増減額 前回予想 今回予想 増減額

中間期 通期

①中間期の連結実質業務純益〈1〉は、前回予想を50億円上回る800億円となる見込みです。なお、単体実質業務純益〈6〉は
前回予想どおりの600億円を見込んでおります。

②中間期の連結実質与信関係費用〈13〉は、単体において不良債権の新規発生が限定的となり、要注意先以下の残高が減
少したこと等を主因に、前回予想比100億円減少し、△100億円に止まる見込みです。

③なお、子会社の再編（平成22年9月30日付「子会社の事業譲渡の完了及び子会社の解散に関するお知らせ」ご参照）に伴
う、単体及び連結の中間純利益への影響額は、前回予想のとおり各々150億円の増加となる見込みです。（のれんの減損損
失△60億円（特別損失）、非譲渡事業に対する引当増加△50億円、法人税等△40億円、法人税等調整額＋300億円等。）

④以上の結果、中間純利益は、連結〈3〉、単体〈12〉ともに前回予想を100億円上回る見込みです。

⑤通期につきましては、中間期の業績推移に沿って見直しを行ったものであります。


